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１ 　はじめに
　「みなさん、『原稿用紙・100枚チャレンジ！』をやってみませんか。」
　このような教師の問いかけに、みなさんの学級であればどのような学習者の声が
返って来るだろうか。おそらく多くの学習者の反応は、「え～。」という落胆の声であ
ろう。しかし、この声が、「お～。」という感激の声に変わるとすればどうだろうか。
学年末に、このようにきらきらと目を輝かせた学習者を目の当たりにすることができ
れば、その学級における「書くこと」の指導は一定の水準にまで達し、成功したと言
えるだろう。
　実は、この問いかけは稿者が昨年度末、担任した学習者（ 4 年生）に投げかけた
「問い」である。 1 年間、国語科で学んだ各領域の「国語の力」を自分の言葉で解説
する学習活動である（写真 1 ／写真の学習者は原稿用紙ではなくノートを用いて行っ
た。）。学級全体が目の色を変えて活動に取り組む姿が印象的であった。
　「書くことがない」「書き方がわからない」「書くことがめんどうである」。これらの
声は、日本全国の「書くこと嫌い」の学習者が述べる三大理由である。そして、「書
くこと」指導の永遠の課題でもある
1
。
　このような学習者たちが、知的好奇心に満ち溢れた姿で学習に向かう「学習課題」
写真 １　国語科・学習用語解説書の取り組み
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とは何なのか。本稿では、年間の指導をイメージできるように、具体的な実践事例を
紹介しながらテーマに迫る。
２ 　 １ 学期は「書くこと」の身体づくりから
　まずは「質」より「量」で勝負である。この「量」とは、単にたくさん書くだけで
はない。最初は少なくても良い。今の自分に書ける「量」を一歩ずつ乗り越えること
で「書くこと」の楽しさを実感できることが大切である。「書くこと」が苦手な学習
者も楽しみながら取り組むことができるように、学びの実感を「量」に求めていくの
である。
　いわゆる「書けない子」を学びの土台に乗せるところから学級をスタートさせ、「書
ける子」を学級の目指すべき目標として設定する。この 2 つの立場のどちらであって
も取り組むことのできる「書くこと」の学習課題とは何か。それは、「言葉」を書き
出す活動である。
　例えば、低学年であれば、「『あ』から始まる言葉を 3分間でたくさん書き出そう。」
となる。中学年では、「『夏』のイメージにつながる言葉を 3分間でたくさん書き出そ
う。」と課題を設定する。この時に大切なことは、先述した「書けた！」という実感
をもたせるために、ナンバリングをさせながら活動を行うことである。数の可視化が、
「次はもっと書きたい！」という意欲につながるのである。
　このように、「語」という一番小さな単位から、「文→文章」と徐々に広げていくこ
とである。そして、「書けるイメージ」をもたせながら、「書こう」と思えばいくらで
も書ける身体を 1 学期のうちにつくるのである。
　また、上級生の書いた作品を見せることも非常に効果的である。現在、受けもって
いる 2 年生にも昨年度担任した四年生の成果物（学習ノートや観察カード）を見せる
ことで、「すごい！自分も書けるようになりたい！」という憧れを抱く様子がみられ
た（写真 2 　①・②）。
写真 ２　昨年度受けもった ４年生の作品① 昨年度受けもった ４年生の作品②
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　教師は、年間を通して「書くこと」指導の機会を逃さないことである。授業のノー
トはもちろん、観察カードや漢字練習ノートのすきま、ワークシートでも「書くこと」
の力を伸ばすことを忘れてはならない。
３ 　 ２ 学期は文章の「質」を高める
　「質」を高めるにあたり、効果的な学習活動は、「推敲」である。これまで稿者は、「相
互推敲」や「二百字限定作文」を用いた「推敲」活動の効果を発表している
2
。さらに、
「書くこと」の学習は、「個」の活動に閉ざすのではなく、他者との「対話」を取り入
れることで学びがより深化することを明らかにしてきた
３
。
　「書くこと」領域は、文章の種類によっても指導方法が異なる難しさがある。意見文、
報告文、随筆、詩、生活文等、様々である。紙幅の関係上、全ての指導法を紹介する
ことはできないため、共通して扱える部分を中心に提案を行う。
　藤原与一（1９６5）は、「二百字限定作文」を提唱し、学習者の思考の活性化を促す
指導を明らかにした。「二百字限定作文」とは、二百マスの原稿用紙を用意し、最後
のマスぴったりに句点（。）が来るように文章を作成する作文である。学習者には、
「二百字目ぴったりに句点（。）が来るように、自分の伝えたいことをまとめた文章を
書きましょう。」と学習課題を提示する。稿者も、小学 ６ 年生における実践に取り組み、
その学習効果を実感している。
　なお、「二百字限定作文」に取り組む際は、一度、二百字以上の文章を学習者に書
かせた後、その文章の内容を二百字にする流れが良い。この流れで行うことによって、
単に最後のマスに句点がくるような「形式面のみの修正」に終始することを防ぎ、内
容面も含めた言葉の推敲を促す活動となる。
　そして、個人推敲の後、「相互推敲」行う。これまで自己推敲に完結していた学習を、
他者の視点を取り入れた推敲にすることで、「自分の文章が本当に相手に伝わってい
るのか」をリアルに検討することが可能になる。また、「相互推敲」では、必然的に「対
話」が生まれる。モノローグの「書くこと」から、ダイアローグの「書くこと」への
転換が行われるのである。この転換が行われた時、学習者の学びは急激に加速する。
　さて、ここで「評価」についても触れておきたい。「書くこと」の評価は、全てを
評価しようとは思わないことが大事である。つまり、観点をしぼって指導・評価を行
うことである。学習者の書き上げた作品に朱を入れて返却する指導が一般的である
が、実は朱を入れて鍛えられているのは、皮肉なことに、「教師の作文を見る目」で
ある。教師が作品に具体的な修正を書き加えるのではなく、例えば「チェックポイン
ト●カ所」とだけ示し、どこを直すのかは学習者に考えさせる。このようにすること
で「学習者の作文を見る目」を育てることになる。この考え方は、漢字や平仮名の文
字指導にも活用できる。
－108－
「書くこと」と「対話」のコラボで子どもが変わる！
４ 　 ３ 学期はいよいよ年間の総仕上げ
　 ３ 学期は、「ズレ」を引き出す学習課題で学びの深化を図る。例えば、意見文であ
れば「○○なのは、ＡかＢか。」という形で、自分の立場を定めることと同時に、相
手を論破する書きぶりが必要になる学習課題を設定する（中学年以降）。これまで以
上に相手意識をもって文章を創る力が必要になる。
　前頁の写真 ３ は、この視点を取り入れた意見文の学習でもある。この実践では 2 つ
のテーマを設定し、自分の書きやすいテーマを選択した後、立場を明確にして文章を
作成させた。テーマは以下の 2 種類である。
①ずっと同じ季節なら、夏か冬か。
②高校を卒業したら、仕事をするか大学に行くか。
　どちらのテーマを選択したとしても、対立軸となる相手がいるため、この学習には
「ズレ」が生じてくる。この「ズレ」を上手に生かしながら、どうすれば相手を論破（納
得させる）できるのか様々な資料を用いながら検討を行った。
　最後に、次の学年につなげる取り組みも必須である。新しい 4 月を迎えたら、「全
てリセット」ではなく、確実に次年度も活用できる力を担保させる。学習指導要領や
教科書で身に付けさせなければならないとされている力は、冒頭に述べたように「学
習用語」として次年度に引き継ぐ必要がある。例えば、4 年生では、「段落」「構成」「は
じめ・中・おわり」「引用」「表やグラフ・図との関連」「推敲」等が挙げられる。学
習者の実態に合わせて軽重をつけながら指導を行いたい。
写真 3　二百字限定作文（ ６年・意見文）
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５ 　ワークショップの内容
　ここまでの論稿を基に、ワークショップ当日は以下の内容の活動を行った。
　（ 1 ）提案文章の確認
　（ 2 ）箇条書き（単語→文→文章への展開方法）
　（ ３ ）ズレを引き出す学習課題による文章の記述→二百字限定作文への書き換え
　（ 4 ）質疑・応答
６ 　おわりに
　「書くこと」における学習課題のコツは以下の ３ 点である。
①「量」で勝負。とにかく書き出すことのできる学習課題。
②「質」で勝負。対話を取り入れた推敲に向かう学習課題。
③「ズレ」を引き出し、学びを深化させる学習課題。
　また、これらの学習課題とその効果には、段階性がある。
　これらの学習課題は、思考を深める上でも着実に階段を上っていくように構成され
ている。これらの学習課題によって力を伸ばした学習者は、国語科だけに関わらず、
すべての学習において「書くこと」を自然体で楽しむことができるようになる。そし
て、教室が「書くこと」によって学びを深める場として充実感で満たされるのである。
学習者はもちろん、教師も存分に楽しみながら、「書くこと」の世界に浸る学級をつ
くっていきたい。
注
1 　 倉沢栄吉（1９７７）が『書けない子をなくす作文指導―だれでも・どこでも・どの
子にも―』（新光閣書店）の中で「書くこと嫌い」の学習者の課題を言及してから、
40年以上経過しているが、いまだにそれらの課題は克服されたとは言えない現状
がある。
2 　 第128回全国大学国語教育学会発表資料「小学校児童の意見文作成における一考
察～相互推敲、二百字限定作文を手だてとして～」を参照。
誰でも取り組むことのできる学習課題で意欲を引き出す
↓
とにかく書き出すことを繰り返すことで、書く身体をつくる
↓
他者との関わりを通して、自己との違いを知ることで学びを深める
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３ 　 『国語教育探究』第2９号、第３0号（国語教育探究の会）に掲載されている論文に
おいて「Dialog-WRITING」実践の詳細を紹介している。
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